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【指摘事項：No.24】 

解析上考慮していない操作についても、必ず操作するものについて

は、対応にあたる要員数も評価に含めること。 

 

１．回答 

解析上考慮していない操作のうち，起動操作に失敗した機器の機能

回復操作に必要な要員数の考慮については，以下のとおり。 

 

 「技術的能力に係る審査基準への適合状況説明資料」で整備されて

いる体制を踏まえた要員配置については，有効性評価における各事象

に対して必要な事故対応が実施可能であることに加え，解析上は期待

していない故障機器の現場での復旧操作等についても，以下に示すと

おり対応できるものとしている。 

なお，故障した機器の機能回復操作は，軽微な操作によって修復で

きる範囲とし，故障が早期に修復できないと判断した場合は，予備品

との取り換え等も見据えた中長期的な復旧対応に移行することとなる。 

 

(1) ポンプ起動不能時の現場における機能回復操作 

（「高圧・低圧注水機能喪失」等の事故シーケンスにおける対応） 

 中央制御室の運転員による設計基準対処設備のポンプ手動起動操作

に失敗した場合，故障した機器の機能を代替する重大事故等対処設備

による事故対応に必要な操作を速やかに実施するとともに，起動操作

に失敗した機器の機能回復操作についても，実施できるよう必要要員

を配備している。 
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具体的には，当直運転員 2 名が現場にて起動に失敗した機器の外観

点検や油ポンプ等の状態確認並びにリレー動作状況やしゃ断器の状態

等を確認し，起動操作に失敗した機器について，機能回復を順次試み

ることを想定した要員配置となっている。 

 

（2）交流電源喪失時の現場における機能回復操作 

（「全交流動力電源喪失」等の事故シーケンスにおける対応） 

  中央制御室の運転員による高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

及び非常用ディーゼル発電機の手動起動操作に失敗し，早期の電源

回復不能と判断した場合，事故対応に必要な操作を速やかに行うと

ともに，現場における交流電源の回復操作についても実施できるよ

う必要要員を配備している。 

  具体的には，重大事故等対応要員 2 名が，中央制御室からの起動

に失敗した機器の現場点検や現場での起動操作の実施等を実施する

ことにより，交流電源の回復操作を試みることを想定した要員配置

となっている。 

 

２．資料 

 添付資料 起動操作に失敗した機器の現場における機能回復操作
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起動操作に失敗した機器の現場における機能回復操作 

（1） ポンプ起動不能時の現場における機能回復操作（高圧・低圧注水機能喪失） 

 

当直運転員 2 名が現場にて起動に失敗した機器の外観点検や油ポンプ等の状態確認並びにリレー動作状況やしゃ断器の状態等を確認し，起動操作に失敗した機器

について，機能回復を順次試みることを想定 
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添付資料－2 

（2） 交流電源喪失時の現場における機能回復操作（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

重大事故等対応要員 2 名が，中央制御室からの起動に失敗した機器の現場点検や現場での起動操作の実施等を実施することにより，交流電源の回復操作を試みる

ことを想定 

 

 


